CASBEE-ウェルネスオフィス評価認証
根拠資料チェックリスト(2025年度版)

・採点レベルに応じて提出する資料について、□を■に塗りつぶして下さい。
・評価項目において評価する取組みがある場合は、採用した取組みNoやその他取組の資料名をカッコ内に記入して下さい。
・認証審査の円滑化のため、根拠資料には資料No（評価項目名と各項目内の通し番号）を付けてください。
・提出する根拠資料は評価レベルにより異なる場合があります。評価レベルに合った資料を提出して下さい。
・根拠資料とする図面等の種類（意匠図、施工図、設備図、各種計算書、調査・測定報告書、仕様表、カタログ・写真など）に制約
はありません。諸申請に使用したものを流用することで差し支えございませんが、該当する説明部分が明確になるように表記してください。
※本用紙は、認証申請にあたり提出すべき評価根拠資料を列挙したものです。審査対象となる資料ではありません。
※「主たる評価ポイント」は参考情報として記載しております。詳しくは評価マニュアルを参照してください。

	評価項目
	根拠資料
	根拠資料No

	Qw1安全・安心性

	1.災害対応

	1.1耐震性

	1.1.1躯体の耐震性能
ｐ26
	建設時の建築確認済証または建設年月が判る資料
建築基準法に定められた耐震性の割増率の根拠がわかる構造計算書等（レベル4以上）
制震による損傷制御設計、免震装置を設置したことを説明する資料（レベル5）
Ｉs値が0.6以上またはＩｆ値が1.0以下を確認できる資料（耐震改修等の場合）

『参考』 主たる評価のポイント
・現行の建築基準法への適合、建築基準法に定められた耐震性に対する割増率
・制震による損傷制御設計、免震装置の導入
・耐震改修の有無、Ｉs値
	

	1.1.2免振・制震・制振性能（内部設備保護）
ｐ27
	内部設備保護が図られている範囲を説明する資料
設置した装置の目的が建物全体の保護か内部部設備の保護かを確認できる資料

『参考』 主たる評価のポイント
・揺れを抑える装置の有無
・内部設備保護が図られている範囲
	

	1.1.3設備の信頼性
ｐ28
	評価する取組みNo1～5のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo1は非常用発電設備の利用可能時間と給電先の機能を説明する資料
□評価する取組みNo2は無停電電源設備がカバーする建物設備を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・建物全体の床面積で評価基準が異なる
・評価する取組みの評価ポイントの合計値
	


	1.2自然災害リスク対策
ｐ29
	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
自然災害リスク対策の一覧表
各リスクの有無が確認できる資料
対策を講じている場合のその概要を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・災害マップ等から自然災害リスクの確認
・リスクに応じた防災対策の確認
	

	1.3 BCP（事業継続計画）の有無
ｐ32
	ビル側や入居組織のBCP作成状況を説明する資料（レベル2以上）
ビル側が入居組織のBCPを把握していることを説明する資料（パターン１レベル3以上）
ビル側、入居組織側が相互連携の体制構築を説明する資料（パターン１レベル4以上）
入居組織のBCPが実現する設備の整備を説明する資料（パターン2,3レベル3以上）
ビル側、入居組織側が相互連携の体制を構築し、定期的に運用チェック・更新をしていることを説明する資料（パターン2,3レベル4以上）
ビルの被災状況を把握するシステムを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・ビル運営、入居組織のBCP作成と相互連携体制の構築
・震災被災後のビルの被災状況を把握するシステムの導入
	

	1.4消防訓練の実施
ｐ33
	消防計画の作成し、法令および消防計画に基づく消防訓練を行っていることを説明する資料
消防訓練への積極的な参加を促す取組みを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・法令の遵守と積極参加を促す取組み
	

	2.防犯、非常時対応

	2.1セキュリティ設備
ｐ34
	評価する取組みNo1～6のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo.7：その他（                                             ）
導入したビル独自の先端的なセキュリティ設備を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
　・ビル運営、入居組織のいずれの取り組みも評価できる
・評価する取組みの数
	

	2.2 AEDの設置
ｐ35
	AEDの設置位置をガイドライン等との関係もわかるように示した資料
AED利用者への教育活動を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・ガイドライン等に沿った建物内のAEDの十分な台数、必要な設置場所
	

	
3.有害物質対策

	3.1化学汚染物質
ｐ36
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
建設時の建築確認済証または建設年月が判る資料
F☆☆☆☆建材の使用部位と使用割合が確認できる資料（レベル4以上）
4VOC放散量が少ない建材の使用状況を説明する資料（レベル5）
室内空気質計測結果の報告書等（計測実績評価の場合）

『参考』 主たる評価のポイント
・建築基準法規制対象外建材、4VOC放散量が少ない建材の採用
・ホルムアルデヒドの室内濃度計測値
	

	3.2有害物質を含まない材料の使用
ｐ37
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
評価対象とする建材種別の使用の有無を確認できる資料
評価対象とする建材種別がPRTR法の対象物質を含有しないことを証明するSDS等の資料

『参考』 主たる評価のポイント
・PRTR法の対象物質を含有しない評価対象とする建材種別を使用している数
	




	3.3有害物質の既存不適格対応

	3.3.1アスベスト、PCB対応
ｐ39
	設計段階評価または平成18年9月1日以降の着工物件である（評価対象外）
アスベストの不使用または除去済、PCBの不使用を確認した資料（評価対象外扱い）
アスベストの封じ込め・囲い込み、PCBの適切な管理が実施されている状況を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・運用段階の評価が対象。使用状況が調べられない場合はレベル1

	

	3.3.2土壌汚染等対応
ｐ39
	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
土壌汚染対策法に基づく汚染除去等の区域指定外である（資料不要、評価対象外）
法定調査または自主調査の結果により法に基づく措置したことを説明する資料（レベル4）
法に基づく区域指定状況と自主努力の無害化措置の内容を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・土壌汚染対策法への対応。要措置区域、形質変更時要届出区域の指定
・自主努力による無害化措置の実行

	

	4.水質安全性

	4.1水質安全性
ｐ41
	評価する取組みNo1～6を具体的に説明する資料（レベル3は採用No　　　　　　　）
ウォーターサーバーの設置状況（パターン2,3は利用人数目安も）を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの取組み程度あるいはウォーターサーバーの設置
	

	5.ユニバーサルデザイン

	5.1バリアフリー法への対応
ｐ42
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
建築物移動等円滑化基準チェックリストとその適合状況を説明する資料（レベル3、4、5）
建築物移動等円滑化誘導基準チェックリストとその適合状況を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・延べ床面積2,000㎡以上と未満で基準が異なる
・建築物移動等円滑化基準、建築物移動等円滑化誘導基準の適合の程度
	

	Qw2健康性・快適性

	1.デザイン性

	1.1外観デザイン
ｐ43
	評価する取組みNo1～6のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo7その他（                                                ）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの評価ポイントの合計値
	

	1.2内装計画

	1.2.1専有部の内装計画
ｐ47
	評価する取組みNo1～4のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
上記取り組みを説明した基本計画書のコンセプト内容とその実施状況を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	

	1.2.2共用部の内装計画
ｐ48
	評価する取組みNo1～4のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo5その他（                                                ）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	

	2.リフレッシュ

	2.1オフィスからの眺望
ｐ50
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
事務室に屋外が見える窓があること、事務室の（平均）天井高を説明する資料
窓面からの景観がインセンティブになることを説明する資料（レベル＋1）
設置した日射遮へい材の工夫について具体的に説明する資料（レベル＋1）

『参考』 主たる評価のポイント
・事務室の窓と平均天井高により評価。窓がない場合はレベル1
・窓からの景観を確保するために日射遮蔽材を工夫することによるレベルアップ
	

	2.2室内の植栽・自然とのつながり
ｐ50
	自席や全ての座席から植栽等を感じることができる状況を躯体的に説明する資料
フェイクグリーンを採用している場合は本物との割合等を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・執務空間内の植栽等、自席等から見える屋外の植栽が評価対象。全くない場合はレベル2
	

	2.3室外（敷地内）の植栽・自然とのつながり
ｐ51
	ワーカーが利用できる屋上庭園、テラス等での緑化の取組みを説明する資料（レベル3）
評価する取組みNo1～6のうち採用した取組みを説明する資料（No　）（レベル4以上）
JHEPやJBIBの評価ツール活用、ABINC認証取得などの取組みを説明する資料（レベル4）
JHEPのAランク認証以上を取得していることを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・屋上庭園、テラス等での緑化の取組み、評価する取組みの数
・第三者による生物多様性評価についての取組み、認証取得
	

	2.4トイレの充足性・機能性
ｐ53

	設置した器具数が標準的な個数あるいは余裕を持った個数であることを説明する資料
評価する取組みNo1～11のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
□評価する取組みNo1～7は設置割合を示した資料
多様な利用者を意識した取組みを具体的に説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・空気調和・衛生工学会規格「給排水衛生設備基準・同解説SHASE－S206-2009」個数
・評価する取組みの数、取組み内容の設置割合
	

	2.5リフレッシュスペース
ｐ55
	リフレッシュスペースの設置場所を示し、その場所の設計上の用途を説明する資料
自動販売機、ウォーターサーバーの設置の有無を示す資料（レベル3以上）
設置したリフレッシュスペースが快適であることを説明する資料（レベル4以上）
多様な休憩ニーズに応える複数タイプのリフレッシュスペース設置を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・コンビニ、喫煙所、トイレ、当直室以外の建物内リフレッシュスペース
・各階共用部、専有部（パターン2,3）、アクセスしやすい位置（2,000㎡以下パターン2,3）
	

	3.運動

	3.1運動促進・支援機能
ｐ56
	運動を支援する装備（更衣、用具収納等）の設置状況を説明する資料（レベル3以上）
運動を促進する装備（シャワー室、駐輪場等）が充分にあることを説明する資料（レベル4）
敷地内にあるスポーツ施設等の入居者等向け利用促進策等を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・運動を支援・促進する機能、装備の有無と充足度
・施設内に設置されたスポーツ施設への入居者・利用者の利用促進策

	

	3.2階段の位置・アクセス表示
ｐ57
	階段の使用を促進する取組みを説明する資料（レベル3以上）
ワーカーの階段利用を促進するアクティブ・デザインを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・階段の使用を促進する運用上の取組み、建築的な取組み
	

	4.音環境

	4.1室内騒音レベル
ｐ58
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
騒音レベルの目標値設置の根拠について説明する資料（設計段階）
騒音レベルの実測結果（設計段階（竣工段階、運用後1年未満）、運用段階）
騒音に関するワーカーへのヒアリング結果等の実態を明示した資料（運用段階等、レベル3）

『参考』 主たる評価のポイント
・日本建築学会編「建築設計資料集成1環境」にある一般事務室の許容値
・設計段階は設計内容または実測値、運用段階は実測値
	

	4.2吸音
ｐ59
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
壁・床・天井での吸音材の使用状況（種類、部位、設置面積比率）を説明する資料
ワーカーが集中できる環境の提供の内容、数量、利用実態を説明する資料（レベル５）
サウンド・マスキング装置等による騒音感覚の緩和の実施状況を説明する資料（レベル+1）
電話ブースの設置等による騒音源の封じ込め対策の実施状況を説明する資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・吸音材はJIS A6301および同等品など
	

	5.光・視環境

	5.1自然光の導入
ｐ61
	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
評価対象の基準階事務室の開口部とその自然開口面積および開口率の算出資料
既日リズムへ効果的に働きかける照明システムの導入について説明する資料（レべル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・開口率＝開口面積／床面積。基準階に複数の事務室がある場合はそれぞれ合わせて
	

	5.2グレア対策

	5.2.1開口部のグレア対策
ｐ63
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
評価対象の開口部および開口部まわりの庇、ブラインド等の有無を示す資料
眺望や自然採光を保つことが可能な設計であることを説明する資料（レベル4）
外部との繋がりを最適に制御できる仕様であることを説明する資料（レベル5）
ワーカーが作業場所を選択し、移動によりまぶしさを回避できることを説明する資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・開口部まわりのグレア対策（設計、部品設置）
	

	5.2.2照明器具のグレア対策
ｐ64
	グレア分類が示された照明器具リストおよび照明器具の配置計画
ワーカーが作業場所を選択し、移動によりまぶしさを回避できることを説明する資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・JIEC-001 オフィス照明基準（1992、照明学会）蛍光灯グレア部分類で判断
・またはJIS施設用蛍光灯器具（JIS C8106:2015）による照明器具のグレア分類で判断
・LED照明器具もJIS C8105-3:2011の付属書Aに従い、蛍光灯と同等
	




	5.3照度
ｐ65
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
照明方式を説明する資料
照度分布図を用いた机上面照度によるレベル判定の資料（実施設計・施工段階）
測定ガイドによる測定結果とそれに基づくレベル判定を説明する資料（竣工段階・運用後1年未満、運用段階）
照度分布図による壁面の鉛直面照度、天井面の水平面照度の値（レベル5）
照度の関するワーカーヒアリングの結果等の実態を明示した資料（運用段階等、レベル3）
ワーカーが作業場所を選択し、光環境を空間内で選択できることを説明する資料（レベル+1）
昼光照明・人工照明併用時と日没後の人工照明のみとの評価レベル差の検討資料

『参考』 主たる評価のポイント
・設計段階は設計内容または実測値、運用段階は実測値
・測定ガイドには測定日、天候、測定位置、測定時刻、使用機材を明記とある
	

	6.熱・空気環境

	6.1空調方式及び個別制御性
ｐ68

	設置した空調方式・システムが評価する取組みNo1A,B,C,D～3のうち採用した取組みとそれに基づく評価ポイントを説明する資料（No　　　　　）
実測やシミュレーションにより室内の温度環境が均質であることを説明する資料（レベル3）
革新的な空調制御技術の導入した事例であることを説明する資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・空調方式の例示を参考に評価
	

	6.2室温制御

	6.2.1室温
ｐ69
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
導入した空調設備の室温設計条件が確認できる資料（レベル3以下）
設計時における熱負荷計算書、それに基づく熱源仕様表等から設置目標温度を満たすのに十分な設備容量であることを説明する資料（レベル4以上）
気候変動等を考慮した余裕ある設備容量であることの妥当性を説明する資料（レベル5）
個人の温冷感に配慮した情報提供により場所を選択できることを説明する資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・空調設備の夏期、冬期における室温設定
	

	6.2.2外皮性能
ｐ70
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
地域差を考慮した熱貫流率の要求水準を確認した資料
代表的な窓システム、外壁の仕様および断熱性能を示す資料（レベル3以下）
建築物省エネ法の外皮性能のモデル建物法等に則った計算結果（レベル4以上）
建築物省エネ法に則ったBPI、BPIｍを根拠に評価した場合の説明資料（レベル4以上）
ワーカーが作業場所を選択し、ペリメータ域の不快環境を回避できる説明資料（レベル+1）

『参考』 主たる評価のポイント
・外壁の熱貫流率U、・窓システムの日射熱取得率ηと熱貫流率U
	

	6.3湿度制御
ｐ73
	加湿器（機能）を有することを示す資料（レベル2以上）
空調機仕様の冬期での設計湿度範囲が確認できる資料（レベル3以上）
年間を通し一定範囲の湿度制御ができる除湿機能を有することを示す資料（レベル4以上）
夏期および梅雨等で評価基準の湿度を実現可能であることが判断できる資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・顕熱比が小さい場合でも湿度を制御できる除湿機能
	

	6.4換気性能

	6.4.1換気量
ｐ73
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
設置した換気設備等の換気量（外気導入量）が十分な容量であることを算出した資料 
評価する取組みNo.1～4のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　）（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・十分な容量；想定使用人数、事務室人員密度、総換気量、1人当たりの換気量で説明
・中央管理方式でない場合は建築基準法および建築物衛生法の換気量で説明
	

	6.4.2自然換気性能
ｐ75
	開放可能な窓や自然換気のための換気口の設置を確認できる資料
窓や換気口により十分な自然換気量を確保する取組みを説明する資料（レベル4以上）
窓や換気口が自然換気に適正な時間帯で運用される取組みを説明する資料（レベル5）
実測やシミュレーションにより中間期（5月、10月、最高気温20℃超）に自然換気のみで室内環境を適切に維持できることを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・窓や換気口の設置とそれらにより十分な自然換気量を確保するための取組み
・実測やシミュレーションによる中間期に自然換気のみで室内環境を良好な状態である確認
	

	6.5分煙対応、禁煙対応
ｐ76
	健康増進法への対応状況（屋内禁煙、敷地内禁煙等）が確認できる資料
喫煙専用室が同法の技術基準を満たすことを確認できる資料
特定屋外喫煙場所が同法の要件を満たすことを確認できる資料
煙の発生源と外気取入口および屋外で人が滞留する場所との離隔距離が確認できる資料
特定屋外喫煙場所と建物および利用者動産との間の離隔距離が確認できる資料

『参考』 主たる評価のポイント
・関係法令等の遵守
・受動喫煙を防止するための取組み
	

	7.維持管理計画

	7.1維持管理に配慮した設計
ｐ77
	評価する取組み（No.1～9）のうち評価した取組みを説明する資料
No.10その他（                                           　　　　　　　  ）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	

	7.2維持管理用機能の確保
ｐ79
	建築物衛生法の特定建築物に該当するか否かを示す資料
評価する取組み（No.1～7）のうち評価した取組みを説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	

	7.3維持保全計画
ｐ81
	事後保全の実施内容を確認できる資料（レベル3以上）
予防保全の実施内容を確認できる資料（レベル4以上）
維持保全計画を定期的に更新する体制と具体的な取組み状況が判る資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・実施内容を確認できる資料、体的な取組み状況が判る資料：議事録、稟議書など
・更新の体制が判る資料：組織内の体制図、メンバー表

	




	7.4維持管理の状況

	7.4.1定期調査・検査報告書
ｐ83
	法令に基づく定期調査・検査項目一覧（建築基準法の定期検査4項目を含むもの）
調査・検査の報告と要是正事項が軽微かつ是正済みが確認できる資料（レベル3以上）
自主的な追加検査である追加検査項目一覧（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・建築基準法に基づく定期調査・検査の実施、是正対応、記録の保管
・自主的な追加調査の実施、是正対応、記録の保管
	

	7.4.2維持管理レベル（建築物衛生法への適合）
ｐ84
	評価対象外である（設計段階の評価）
建築物衛生法の空気環境の調整における基準の適合状況を説明する資料
建築物衛生法の空気環境の調整における基準に概ね適合することを示す記録（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・建築物衛生法の建築物環境衛生管理基準「空気環境の調整」への適合状況と記録保管
	

	7.5中長期保全計画の有無と実行性
ｐ86
	中長期保全計画書
実施体制と具体的な取組み状況が分かる資料（運用段階）
実施体制の構成計画が分かる資料（設計段階）

『参考』 主たる評価のポイント
・具体的な取組み状況が分かる資料：議事録、稟議書など
・実施体制、実施体制の構成計画が分かる資料：組織内の体制図、メンバー表
	

	8.満足度調査

	8.1満足度調査の定期的実施等
ｐ87
	満足度調査の実施時期や対象者などが分かる資料
調査結果を組織的に改善する体制と具体的な取組み状況が分かる資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・具体的な取組み状況が分かる資料：議事録、稟議書など
・組織的に改善する体制が分かる資料：組織内の体制図、メンバー表
	

	Qw3知的生産性

	1空間・内装

	1.1 レイアウトの柔軟性 

	1.1.1空間の形状・自由さ
ｐ88
	評価対象（基準階）の平面図、ゾーニング計画図
採点したレベルに対する取組み状況を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・平面の形状、コア・柱の配置、間仕切り壁の設置など
・プランニングの自由さ、レイアウトの柔軟性
	

	1.1.2荷重のゆとり
ｐ89
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
評価対象（基準階）の平面面（床、大ばり、柱または基礎用の荷重が記載されたもの）
積載荷重に分布がある場合の計算書、ヘビーデューティーゾーンの位置と荷重の明示
対象建物の竣工年および竣工時の建物用途（レベル3）

『参考』 主たる評価のポイント
・建築基準法の積載荷重に対する割増率
・ヘビーデューティーゾーンによるレベルアップ
	




	1.1.3設備機器の区画別運用の可変性
ｐ90
	評価対象フロア（基準階）等の照明区画図および空調ゾーニング計画図
空間のレイアウト変更に対する空調設備、照明設備の運用の追随性について説明する資料
評価する取組み（No.1、2）のうち採用した取組みについて説明する資料（レベル4以上）

『参考』 主たる評価のポイント
・レイアウト変更による空間の分割時の室温の調整、照明の点灯消灯の対応状況
	

	1.2広さ
ｐ91
	評価対象フロア（基準階）等の執務スペースを明確に示した資料
一人当たりの執務スペースの計算過程が分かる資料。（常勤者、パートタイム、在宅勤務等）
一人当たりの執務スペースが12㎡未満でレベル5とした場合の根拠を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・評価対象となる執務スペースの範囲と１人当たりの執務スペース
・資料の電子化、サテライトオフィス、在宅勤務等による運用上では余裕のあるスペース利用
	

	1.3給排水設備の設置自由度
ｐ92
	専有部内の給排水配管の接続状況、給水設備の設置可能範囲を説明する資料
ビル側が各階専有部にパントリーを標準設置している場合の説明資料

『参考』 主たる評価のポイント
・特別な工事をせずに執務室内に後から給水設備が設置可能
・ビル側が設えた各階専有部のパントリーも評価対象
	

	2.作業環境

	2.1知的生産性を高めるワークプレイス
ｐ93
	知的生産性を高める観点での計画・設計（コンセプト）を説明する資料（レベル3以上）
ワークプレイス整備上のコンセプトとそれに即した平面計画を説明する資料（レベル4以上）
知的生産性の向上、執務環境の満足度に関するワーカー調査結果（運用段階、レベル5）
設計時のワーカーとのワークショップ等による意見反映を説明する資料（設計段階、レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・オフィスを利用する組織が自ら知的生産性を高める観点で計画・設計していること
・建物共用部、シェアオフィスも評価対象としてよい
	

	2.2オフィス什器の機能性・選択性
ｐ95
	集中して個人が作業する場所に設置した什器の種別・機能が分かる資料（レベル3以上）
空間用途と什器の配置計画コンセプト、活動に応じた什器を説明する資料（レベル4以上）
ワーカーの健康に配慮された什器の導入を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・ワーカーの作業環境に配慮した什器、作業状況に応じた什器選択、健康に配慮した什器
	

	2.3ＯＡ機器等の充実度
ｐ96
	評価する取組み（No1～4）のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　）
評価する取組みNo.5：その他（                                             ）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	

	3.移動空間・コミュニケーション

	3.1移動空間

	3.1.1動線における出会いの場の創出
ｐ97
	共用部における会話のための動線上の工夫、空間を説明する資料（レベル4以上）
ビル側のコミュニケーションを誘発するイベント等の取組みを説明する資料（パターン1レベル5）
専有部における会話のための動線上の工夫、空間を説明する資料（パターン2,3レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・建物内におけるインフォーマルなコミュニケーションの誘発の取組み
	

	3.1.2EV利用の快適性
ｐ98
	評価対象建物が1階建てである（評価対象外）
評価する取組み（No1～9）のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　）
評価する取組みNo1を採用時の算出根拠を示した資料
建物利用者への待ち時間、安全性、快適性に対するアンケート結果（運用段階、レベル3）

『参考』 主たる評価のポイント
・EV台数での基準の違い（4台以上、3台以下）
・評価する取組みの評価ポイントの値
	

	3.2コミュニケーション

	3.2.1打ち合わせスペース
ｐ99
	共用部他建物内にアクセス性に問題のない打合せスペースの設置が確認できる資料
専有部の打合せスペースの設置および利用状況を説明する資料（パターン2,3レベル3以上）
打合せスペースの種類毎の概要を説明する資料（レベル５）
会議予約システムを導入し、円滑な運用管理を行っていることを説明する資料（＋レベル1）

『参考』 主たる評価のポイント
・建物内（共用部）専有部（執務空間）における打合せスペースの充足度
・フォーマル、インフォーマルといった条件ごとに使い分けができる種類の提供
	

	3.2.2食事のための空間
ｐ100
	食事や軽食がとれるスペースを示す資料（レベル3以上）
食事や軽食がとれるスペースが快適であることを説明する資料（レベル4以上）
簡易な調理が可能なスペースを示す資料および備え付けの設備を説明する資料（レベル5）
テナントにレストランなどが入居している場合はそれを示す資料（レベル4）

『参考』 主たる評価のポイント
・建物内（共用部、専有部）、屋上、テラスなどが設置の評価対象
・コンビニエンスストアのイートインコーナーは評価対象外
	

	4.情報通信

	4.1高度情報通信インフラ
ｐ101
	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
OAフロア等、執務室に偏在的な電力供給と情報通信網の敷設が可能であることが分かる図面および代表的な空間の1m2あたりのコンセント容量の算出資料（レベル2以上）
通信用の配線その他の設備スペースがあることが分かる図面（レベル3以上）
サーバー設置が可能な空間のコンセント容量が分かる資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・1㎡当たりのコンセント容量の算出
・レイアウト変更に伴う情報機器の移動に対しての配慮
	

	5.プログラム

	5.1メンタルヘルス対策、医療サービス
ｐ102
	テナント入居組織の衛生委員会との連携状況、取組みのビル内ワーカーへの周知方法とその頻度等を説明する資料（パターン1レベル4以上）
評価対象フロアの入居組織による健康診断、ストレスチェックの実施とその受診率を説明する資料（パターン2,3レベル2以上）
カウンセリング等を対象としたクリニック等が入居していることを示す資料（パターン1レベル5）
衛生委員会等による産業医等のサポー状況等を説明する資料（パターン2,3レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・労働安全衛生法上の衛生委員会およびそれに準ずる体制による取組み
・健康診断、ストレスチェックの実施は70％以上の受診が評価として有効

	




	
5.2情報共有インフラ
ｐ103
	ビル側の評価する取組み（No1～5）のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　）
ビル側の評価する取組みNo6その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ビル側の評価する取組みNo1は掲示板の場合はその位置・内容が確認できる資料、専用サイトの場合は日付が写るブラウザー画面のスクリーンショット等の資料
ビル側の評価する取組みNo2は窓口の開設状況、意見数、フィードバック状況を説明する資料
ビル側の評価する取組みNo4は業協会のガイドライン等を活用した基本的な対策の実施状況の有無一覧とその周知状況を説明する資料
ビル側の評価する取組みNo5はテナント組織に対する依頼文章等依頼内容を確認できる資料
入居組織の評価する取組み（No1～5）のうち採用した取組みについて全体計画が分かる資料および利用状況が分かる画面のスクリーンショット（パターン2,3No　　　　）
入居組織の評価する取組みNo6その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

『参考』 主たる評価のポイント
・勤務管理、業務管理、情報共有の社内インフラ（グループウェアの有無、その機能）
	

	5.3健康維持・増進プログラム
ｐ104
	評価する取組み（No1～8）のうち採用した取組みを説明する資料（No　　　　　　　）
評価する取組みNo9その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
・ワーカーに対する健康維持・増進を意図したハード対策、ソフト対策の何れか一方でよい
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